
ヒメヒミズDymecodon pilirostrisは, 本州, 四国,

九州の比較的標高の高い地域の草地, 低木林, 高木

林などに住み, 主に昆虫類, ミミズ類などを捕食す

る非常に小型のモグラ類である (阿部 1994). 福井

県での記録はこれまで無かったが, 2001年7月に福

井県大野市において死体が拾得されたのでここに報

告する.

2001年7月27日, 福井県大野市巣原平家平 (35°

46′Ｎ, 136°29′Ｅ) の作業道上, 標高約1000ｍ

のところで, ヒミズUrotrichus talpoidesによく似た

小哺乳類が死亡していた. 死体はすでに腐敗が進み,

肋骨が露出していたため, 死亡してからやや日が経っ

ていると思われた. 黒褐色の体毛とブラシのような

毛が生えた混棒状の尾を持つ点ではヒミズと酷似し

ていたが, 尾率が61.5％ (頭胴長65㎜, 尾長40㎜)

と大きく, また, 切歯が扁平であったことからヒメ

ヒミズと同定された (阿部 1994, 林・子安2000ａ)

(写真1).

隣県の石川県では白山地域で多数の確認があり,

ヒメヒミズの生息環境としては低地である400ｍ～

500ｍにおいても記録されている (林・子安 2000b)

ため, 白山南麓を有している本県でも, 今後さらに

発見される可能性が高いと思われる.
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写真1.大野市平家平で確認されたヒメヒミズ.
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Record of lesser Japanese shrew-mole, Dymecodon pilirostris, in the Heikedaira area of Ono

city, Fukui prefecture

Manabu MIHARA1

The body of a lesser Japanese shrew-mole, Dymecodon pilirostris, was found on a road in the Heikedaira area

(35°46′N, 136°29′E) of Ono city, Fukui prefecture, on 27 July 2001.
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